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【沖縄】 

●サイエンスカフェ「海の生き物塾」復活！ 

http://blog.canpan.info/marinelearning/archive/190  

海の自然史研究会（海研）の設立前および設立直後に行なっていたダイバー向けのサイエ

ンスカフェ「海の生き物塾」が復活します。 

日時: 2/24(木)19:00～21:00 

場所: 嘉手納漁港施設二階 〒904-0204 沖縄県中頭郡嘉手納町水釜５６６&#8722;７ 

参加費: ５００円/一人 

参加申し込み：okinawa@bluefi.com （担当：ブルーフィールド 五十嵐） 

講演題目 『海に生きる寄生虫―儚く美しいモンスターたち―』 

講師：上野大輔（海研 研究員） 

 

 

 

久保田 信 

 

１ 单紀白浜は海の宝の国 

- １人１人が１種の生き物の一生を調べてみよう 

 新連載をこれから続ける单紀白浜（和歌山県西牟婁郡白浜

町）のくぼたしんです。創立９０年の京都大学瀬戸臨海実験

所に１８年ほど勤務しています。よろしくお願いします。 

私の部屋には世界地図や地球儀がおいてある。なぜかって？海の星の地球だけど、たく

さんの国があって、いろんな人たちがそれぞれの暮らしをしていることをいつも思うよう

にしているからだ。これまでいろんな国へいって、エクゾチックな生き物や人間に出会っ

てるし、日本中も３０年以上かけて海岸をぐるりとまわって一番好きなクラゲの研究を重

ねてきた。そんな経験からいえるのは、单紀白浜は最高の所だ。何が最高かというと、様々

な生き物たちが人間といっしょにくらしているからだ。これは、かけがえのない宝が目の

前にいっぱいころがっているということだ。山も川も池も、どれも素晴らしい白浜だけど、

なんといっても海がすごい！生命の母なる海。 

毎日、田辺湾と鉛山湾をながめ、そこに潜む生き物に思いをめぐらす。実際に京都

大学瀬戸臨海実験所周辺の磯や浜、近くの漁港へ出かけて、日々に出会う生き物は、その

形や色など、どれをとっても好奇心をくすぐり続けてくれる。もしも刺激的な出会いがな



くても＜そんな日はないけど＞、実験所の水族館には、覚えきれないほどの動物たちが飼

育展示されている。よくわかる説明のパネルもあちこちにある。説明の全部が頭にはいっ

ている人などだれ一人もいないだろう。こうして、毎日が飽きることない多様な自然に触

れられることの幸せは白浜のかけがえのない宝のおかげだ。人間はやはり自然の中で生活

すべきだ。 

だから、白浜に住めるのは幸せだ。てつかずの自然が心を癒し、励ましたりしてく

れるからだ。人情もあったかくて、気候も暖かい土地柄とぴったりマッチしている。おま

けに日本一古くて質のよい温泉があちこちにあって疲れも癒える。心だけでなく、体も健

康にしてくれる。小学校の時から傷んでいた右肩だったが、赴任後の数年間、毎日入った

ぽかぽかの温泉でそれ以来、完全に直ったというより１２０％になっている。このように、

つきない自然と温泉と人情の町である白浜に住めて、いくらでも自然の勉強をすることが

できる。 

生きるのにとても大事だと主張したいことがある。どんな生き物でもいいから、か

れが一生をどのように生きるのかあれこれ調べてみるのは命の尊さをしかと知れる。君も

クラゲ博士になって世界一クラゲのことを説明できる人になろう。貝博士になってもいい。

動物だけで１４０万種ほどがこの星でくらしているのだし、同じ種でも所変われば品種が

違うので、どんどんやることは無限にある。一生つきあってもいい、おもろい生き物をみ

つけて、末長くおつきあいをしよう。その生き物がどこでどのようにうまれ、そだち、何

を食べて何に食われ、どんな子供をいつつくって死んで行くか・・調べてみよう。きっと

あっと驚く自然の秘密が、いつまでもいつまでもわいてきて、飽きることなど決してない

人生がすごせるはずだ。そして、もっとつっこんで、かれの祖先が、いつどこでどのよう

にこの星でうまれ、これからどうなっていくか考えてみよう。食物連鎖のなかで、切磋琢

磨している、けなげで厳しい姿もよくわかるだろう。 

今回はこのへんで、最後に、とっておきの本を紹介しよう。水の中にすむふしぎな

生物がわかる絵や写真がいっぱいの図鑑で、小学館発行の「水の生物」。大人から子供まで

楽しめる。もう一つは、これはいつもいう癖がついているのだけど、多細胞動物の中で、

唯一、何度でも若返れる、不老不死のクラゲのことを日本での１００年の研究の歴史を簡

潔にまとめた本で、宝の海に生きる最高の生き物だ。それは、「神秘のベニクラゲと海洋生

物の歌・・・」。どちらの本も値段が安くて手に入れ易い。そういえば、まだまだ紹介した

い、そう、手前味噌の本があるのだけど・・それは次回に紹介しよう。加えて、生き物や

化石の歌もあるのです・・・♪（つづく） 

 

*******著者プロフィ－ル 

くぼた しん 1975 年愛媛大学理学部生物学科卒。1981 年北海道大学大学院理学研究科動

物学専攻博士課程修了（理学博士号）。1982 年北海道大学理学部助手、1989 年同講師。1992

年１月から京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所助教授。同実験所は、1998 年４月から同大



学大学院理学研究科、2003 年４月から同大学フィールド科学教育センターの所属。無脊椎

動物学、特に腔腸動物の系統分類・生態学が専門。日本動物学会▽日本動物分類学会▽日

本プランクトン学会▽日本ベントス学会▽日本生物地理学会▽日伊生物学会▽漂着物学会

▽沖縄生物学会▽单紀生物同好会▽黒潮貝類同好会▽阪神貝類談話会▽和歌山昆虫研究会

▽長崎県生物学会▽海の生き物を守る会などに所属。 

 

●向井 宏「水産生物の乱獲と海洋保護区」 JAWAN 通信，98 号 

http://www.jawan.jp/rept/rp2010-j98/j98-01.html  

 

６．事務局便り： 

●この「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思

われる方は事務局までご連絡ください。 

●企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や

中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく

ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、

郵送料をご負担していただくことがあります。 

●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい

ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡

ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物

の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック

ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 

●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催

をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい

っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 

●本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ銀行口座「ゆうちょ銀行 口座番号：

１０６１０－６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。なお、送金さ

れる場合は、送金の内容について事務局にお知らせ下さい。 

７．編集後記 

年度末の多忙のため、「うみひるも」の配信予定が狂ってしまいました。お待ちいただいた

読者の方には誠に申し訳ありません。3 月初めの「うみひるも」も配信できない予定ですの

で、ちょっと変則ですが、今月の 2 回目の配信は今日 20 日とさせていただき、次回は 3 月

16 日の予定とさせていただきます。みなさんから多くの情報をお寄せいただけるようにな

りました。いつもありがとうございます。私の不注意でいただいた情報をきちんと「うみ


